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	議　　　題
	

	審議等・報告の別
	

	提案の趣旨
当該事案の背景・
経緯、理由・目的、根拠規程等
	　

	審議・協議の
ポイント
審議等の場合は何について承認を受けたいか要点をまとめる。
	
















	その他
今後の審議過程、
補足情報等
	・令和　年　月　日(　)～令和　年　月　日(　)
　　　　　　　　　　　　部局長連絡協議会協議（合計　回）
・令和　年　月　日(　)　学長決裁
・令和　年　月　日(　)　経営協議会報告

	担当役員
	　　理事（　　　　　　　担当）

	担当部課等
(内線)
	　　部　　課　　係（　　　）






記入例

〈部局長連絡協議会(令和２年３月５日)〉議題説明書

	議　　　題
	会議体の見直しについて

	審議等・報告の別
	報告

	提案の趣旨
当該事案の背景・
経緯、理由・目的、根拠規程等
	　働き方改革の実現、業務量削減等の観点から、各種会議を効率的に進めることを目的として、会議時間の短縮等、全学会議における陪席者の見直しに係る検討について報告する。

	審議・協議の
ポイント
審議等の場合は何について承認を受けたいか要点をまとめる。
	１．会議時間の短縮等について
　会議時間の短縮等を図り、会議を効率的に進めることを目的として、会議時間の厳守及び会議資料の精選等、基本的な事項をルール化し、「国立大学法人宇都宮大学会議実施要項」（資料１）を定める。
　なお、全学的な会議等については、原則要項によるものとするが、部局における会議等については、負担のない程度で遵守するものとする。
　また、キャンパス間の移動時間の削減を図るため、TV会議システムの活用について、今後検討する。
２．全学会議における陪席者の見直し
　現在の部局長連絡協議会、教育研究評議会及び経営協議会の陪席者（各部長、室長、課長等）を見直し、各部長及び各学部等の事務長のみ陪席することとする。
　これに伴い、各会議における議題の説明者は、原則各部長が行うものとし、部を置かない部局（センター等）については、担当理事が行うものとする。

	その他
今後の審議過程、
補足情報等
	・令和２年３月５日(木)　部局長連絡協議会報告
・令和２年３月11日(水)　教育研究評議会報告
・令和２年４月１日「国立大学法人宇都宮大学会議実施要項」施行

	担当役員
	佐藤理事（総務・財務・事務総括担当）

	担当部課等
(内線)
	総務部総務課法規調整係（5011）




